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平成 28年度第 4回理事会 
新年度以降の組合運営について議論 

2 月 2 日（木）午後６時３０分より機械工具会館６

階ホールで平成２８年度第４回理事会を開催しまし

た。会議は平成２９年度が役員改選の年に当たるこ

とから、小川理事長が就任以来提案されていた組合

活動のこれからの方向性（ロードマップ）について

具体的提案を行い、出席理事全員のご意見を伺いま

した。主な提案内容は、①理事会の開催頻度、②正

副理事長会の開催頻度、③理事定数と副理事長数、

④委員会の見直し、⑤副理事長任務の平準化（重複

担当を避ける）などです。理事全員からの意見を伺

いましたので、3 月 2 日開催の正副理事長会で再検

討し 4 月２６日開催の決算理事会で最終決定するこ

とにしました。 

 

 
理事会で組合活動の方向性を提案する小川理事長 

 

【出席者】 

理事長  小川修一 

副理事長 来海秀侊 関谷隆雄 宮川栄一 

山田雅英 

理 事  斎藤守正 中村辰夫 小池達夫 

長谷川恒 植野正隆 井田智佐子 

長谷川浩司 五十嵐千明 斉藤大治 

河野弘一 蒲田善明 髙津正 片桐英男 

小林章彦 新海哲也 岡村杉夫 

杉浦秀明 宮川武昭 

事務局  一條 茂 東城光信 

★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥ 

支部行事報告 
【北支部】 
北支部では、平成 29 年１月 21 日（土）午後 6 時

より板橋の仏蘭西舎「すいぎょく」にて第 10 回新

年会を開催致しました。 

 

今年は、お店を貸切にし、雑踏を離れ、木々にかこ

まれた静粛の中で、弦楽四重奏を聴きながらフラン 

 

ス料理をお楽しみ頂く企画です。１6 社 31 名の方

にご参加頂きました。 

 

羽岡総務委員（新年会幹事）の司会で開会、新海支

部長のご挨拶、渡辺副支部長の乾杯でスタート。コ

ースの仏蘭西料理ではとても美味しくボリュームも

あって良かったとの声をいただき、弦楽四重奏では

一曲ごとにたくさんの拍手をいただきアンコールも

あり盛り上がりました。演奏者のアルコ様には是非

次の機会にもと声を掛けていただきました。 

 

約２時間の会食後、宮川副支部長の中締めご挨拶で

散会となりました。 

恒例の次回新年会幹事の指名では初心に帰り、新海

支部長、宮川副支部長を選ばせて頂きました。 

（担当幹事）岡村総務委員、羽岡総務委員 

  

                        

     新年会に参加された北支部の皆さん 

 

【港支部】 
毎年恒例の港支部新年会を１月２７日（金）に開催

いたしました。 

  前年までは、１月の最終土曜日曜にバス旅行を兼ね

て行っておりました。東日本大震災後に東北応援の

一環として福島県で開催したり、富岡製糸場、三保

の松原、韮山反射炉等ユネスコ世界遺産を見学した

りしましたが、今回はお膝元の東京での開催ができ

ないかと鈴木副支部長が中心となり、芝大門 神明

地区に唯一残る老舗割烹の「宮本」様にて、本格的

な割烹料理とお座敷遊びの日本の「粋」体験をテー

マに企画をしました。 

当日は今回の幹事でもある、鈴木副支部長進行にて、

長井支部長の挨拶、小川理事長の乾杯と続き、食事

と歓談のあと芸者さんによる踊り、金比羅船々等の

お座敷遊びなど江戸情緒を存分に味わった後、長谷

川副支部長の中締めで終了いたしました。  

（参加２５社２８名）   

港支部総務担当 伊藤勝浩 
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【江東支部】 
1月 30日（月）新年会【浅草むぎとろ】 

出席 20社 20名 

ここ数年両国のちゃんこが多かったのですが、本年は

隅田川を渡り浅草で開催いたしました。 

間嶋副支部長の司会で支部長挨拶、続いて関谷副理事

長の乾杯で始まり 2 時間の短い時間でしたが皆さん、

とろろ料理に感激され楽しい時間を共有できたと思い

ます。 

中締めの関相談役からは『これからも健康に気を付け

仕事も頑張っていきましょう』と暖かいお言葉をいた

だきお開きとなりました。 

 

2月 25日（土）支部例会  

【マジックレストラン＆バー銀座十二時コリドー本店】

出席 13社 26名 

『マジックショーを楽しみましょう』と銘打って例会

をおこないました。 

当日はお店を 2 時間貸切で食事をしながらテーブルマ

ジックやステージマジックを楽しみました。 

お子様やお孫さんもご一緒にとお誘いさせていただき、

お子様 3名お孫さん 2名もご一緒に楽しんでいただき

ました。 

テレビ等でしかマジックを見る機会がなく、目の前で

トランプマジックを見るだけでも感動して笑いや歓声

が絶えない 2時間でした。 

今度は家族を連れてもう一度来たいなどと言っていた

だき大変好評をいただきました。 

長谷川浩司支部長 

 

平成２８年度東機工青年部会新年会事業報告 
 

２月 7 日（火）６時３０分より芝浦の「牡丹」にて新

年会を２５社２７名の方々にご参加いただき開催致し

ました。添原事業担当幹事の司会で始まり、初めに松

下部会長の年頭ご挨拶では、部会員の増強の必要性に

ついてや、今年１１月に開催予定の全国若手交流会東

京大会に向け部会員全員で取り組んでいく意向を話さ

れました。 

続いて小川理事長に新年のご祝辞を頂き、昨年行われ

た東機工東京大会にて、いろいろとご尽力頂いた方々

へのお礼の言葉、また組合員同士のお付き合いの重要

性など、お言葉を頂きました。 

そして宮川副理事長の乾杯のご発声にて開宴となり、

また昨年当部会に入会して下さった、山崎さん、小泉

さんのお二方からもご挨拶を頂き大いに盛り上がり親

睦を深め、室田相談役の中締めにて閉宴となりました。 

竹内章浩 事業幹事 
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山崎規隆 氏 
  

小泉春樹 氏 
 

 

★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥ 

全機工連は全国の会員が BCPに 

取組む活動を展開しています。 
 

BCP（事業継続計画）って？ 
BCPは、災害など不測の事態が起きた時に、会社の

資産を守り、事業を続けるための計画です。 

 

①もし、自社の事業が止まってしまったら、誰にど

のような影響を与えるか、また、誰からどのよう

なことを要求されるかを考えます。様々な関係先

を整理し、影響の大きさ等をまとめます。 

②自社にとって影響度の高い関係先を洗い出し、い

ざという時にどの事業を守り、その事業をいつま

でに復旧するのかを考えます。 

③どのような経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）

で、ＢＣＰ対象事業が成り立っているかを分析し、

災害等によりどのような被害を受けるかを想定し

ます。 

④どの業務をいつまでに復旧するかを決め、その目

標を達成するためには、何が必要かについて検討

します。 

⑤具体的な被災状況を考えて、復旧目標を達成する

ための対策を考えます。 

⑥対策をとりまとめて文書化します。 

⑦対策が機能するかを確かめるために、災害を想定

した訓練を行います。従業員の多能工化や新しい

設備を購入する対策を取る場合には、対策ごとの

実行時期を決め、年間を通じた BCPの運用計画を

たてます。 

⑧取引先からの要求事項 

（BCPの策定が取引条件となっている） 

東京都は 120 社・団体に対して、平成 26 年 1

月に BCPの問合せ・要求状況について調査を行っ

た結果、43 社（36％）が取引先から BCP 策定

に係る問合せ、または要求を受けたという結果と

なりました。これまでの同様の調査結果と比較を

しても、増加していることがわかります。また、

問合せの内容については、口頭・書面による問合

せが全体の８割を占めています。今年度は特に参

加企業の取組姿勢が積極的であり、取引先からの

要求があったことに加えて、仕入れ先・協力会社

に対して、事業継続の取組状況を確認していると

ころもあり、中小企業においても、BCP策定の必

要性と重要性の認識が広まってきたことが伺われ

ます。 

 

BCPを導入している企業は、緊急時でも中核事業

を維持・早期復旧することが見込め、それが信用

力の向上につながります。 

 

全機工連関東ブロック会議は３月７日に BCP に

実際に取組んだ会社の事例報告を受け、会社は何

をしなければならないのか…を勉強します。 

 

東機工においても出来るだけ早い時期にセミナー

を開催します。 

★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥☆∥★∥ 


